

































































































審査結 果  (ノ) 嬰
凶日
 γアミノ酪酸(以下GABAと略称する)及び1アミノμハイドロオキシ酪酸lGABOB)は
 脳り電気的活動を抑制する物質で中枢神経系内に見出されるものであるが・三田はこれらの物箪
 が条件反射形成に如何に作用するかを研究した。成犬につき1eoOOPSの連続音を条件刺激
 として電撃を右後肢に加え,1日20同ずつ強化して防御条件反射を形成した。予備実験で後肢
 挙.kの潜時の標準偏差が甚だ敏感な指標であることを知った。
 消去,分化等の実験において内制止の進展とともに潜除の延長と動揺の増大が認められた。そこで,体
 重ゴKg当り25,5～旭0叩のGABAを静注すれば瀞寺の延長と動揺が増加し、24時間後には完全に回
 復した6GABOBの場合も大体同様であった。大槽内注射の場合は少量でよく,条件反射の抑
 制も著しいものがあったo
 Parlo▽のいわゆる輿験的神纏1豆にかかっている犬ではαABO31。L鎮静的効.果を呈した。
 上述の実検的事実はこれらの物質は条件反射の内制出の発展を促進計るものであることを示し
 ているが,それが果レて自然の抑制物質と見倣してよいものかどうか,有効濃度が他の神経ホル
 モンに比して余りに高いことなどから更に検討を要すると結論している。
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